
天栄中だより第 23号                            令和３年 11月１6日(火) 

学校 HP http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/tenei-j 

 

 

 

 
  

オペラが天栄中にやって来た 
 11月 11日（木），12日（金）の 2日間，天栄中学校にミラマーレ・オペラがやってき

ました。ミラマーレ・オペラとは，初めてオペラを観る人たちにもオペラの魅力が伝わる

ようにいろいろな工夫（内容を解りやすくするために日本語で上演したり，途中で解説を

入れたり）を凝らしながら上演するものです。演目は「てかがみ」でした。 

 今回の公演は，文化庁が行っている「令和 3年度 文化芸術による子ども育成総合事業」

に昨年度申し込み，全国で 5 校しかない開催校の 1 つに選ばれたことから実現しました。  

コロナウイルス感染防止対策と体育館のキャパシティの関係から 1，2 年生のみの観覧

となりました。（3年生のみんなゴメンネ）よっぽど興味がない限り，オペラの鑑賞は一生

涯に一度あるかないかの経験だと思います。良い経験が出来たのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※感想からあなた達中学生の豊かな感性が感じられました  

天栄中だより 
鈴鹿市立天栄中学校 
510-0258 鈴鹿市秋永町 1839 

Tel 059-386-0444 Fax 059-386-0445 

私は，初めてオペラを聞き，マイクなしであんなに響く声が出ることに一番びっくり

しました。口調や動きも役によって違い，話の中へどんどん引き込まれていきました。

音楽や指揮も場面によって強弱などが違い，工夫されているなと思いました。「てかが

み」の内容も，戦争の恐ろしさや戦争を忘れないというメッセージが伝わってきて，考

えさせられる話でした。今回の鑑賞で，少しオペラに興味をもったので，また見てみた

いなと思いました。 

オペラに出てくる演者さん達の演じる役の動きや表情，声の使い方が一人一人違って

いて「演じている」というよりも，本当に戦争の時代を生きていた人が目の前にいるか

のように感じることができました。2時間以上オペラがあって，その間も大きく良く響

く声でずっと歌っている演者さんも指揮者の人も体力的にそして精神的にも「流石はプ

ロだなぁ」といい体験ができました。 



天栄中だより第 23号                            令和３年 11月１6日(火) 

学校 HP http://www.edu.city.suzuka.mie.jp/tenei-j 

令和３年度「ぬくもりの一言」ご協力お願いします 

「教育相談」を実施しました  
 

11月 4日（木）～11月１6日（火）の期間「教育相談」を実施しました。実施に当た

って相談がスムーズに行われるように事前にアンケートを実施しました。先生としっかり

話をすることができましたか。この時期 3年生の相談事は進路が中心だったのではないで

しょうか。話をすることで「嬉しいこと」は 2倍に増え，「悩みごと」は半分に減ると思い

ます。一つ言えるのは「悩み」は抱え込まないことです。誰かに話すことで気持ちが軽くな

ったり，解決の道が開けたりすることもあります。教育相談は本日までですが，先生方は

いつでも話を聞いてくれるので，何かあったら遠慮せずに早めに相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１１／１７（水）～２５（木）は「ノーメディア週間」です  
 

 

               

                     

 

 

 

 

 

 

 
天栄中学校区では小中学校が協力して各学期に「ノーメディア週間」を設定して
います。２学期は１１月２４日（水）から始まる期末テストに合わせて，テスト週
間の１１月 1７日（水）～１１月 2５日（木）の 9日間を「ノーメディア週間」と
します。「ノーメディア週間」はスマホやゲームなどの使用時間を自己管理し，テ
スト勉強に集中することを目的としています。テスト勉強に集中するのは「自分」
だけでなく「他の人」も一緒です。 
自分が休憩時間だからといって「他の人」も休憩時間とは限りません。勉強に集
中している時間かもしれません。この期間中は LINEなどの SNS でのやり取りを
控え，お互いの時間を大切にしよう。 

「無視じゃない 返信ないのは 勉強中」 
※1学期のノーメディア週間のために作った川柳です。我ながら良い 

出来だと気に入っています。よって再び掲載しました。（自画自賛） 

 

「自分の居場所がある 気の許せる仲間がいる 話を聞いてくれる先生がいる  

そして，自分を理解して支えてくれる様々な大人がいる」 
 
※上はある教育雑誌の中にあった一節です。このような環境で子ども達は安心し

て，健やかに成長していくのだと感じました。 

 今年度も保護者から生徒への「ぬくもりの一言」を募集します。例年，子どもた
ちへの励まし，勇気づける温かい一言を応募していただいています。是非とも，御
協力お願いします。 
応募方法等の詳細は，１１月８日（月）に配布しました，『「ぬくもりの一言」の
募集について』をご覧ください。※〆切日 １１月１９日（金） 

 
〇令和２年度 最優秀作品 「今生きる みんなの日々が たからもの」 
〇令和元年度 最優秀作品 「気づいてね みんなあなたの 応援団」 
〇平成 30年度 最優秀作品  「覚えてて 誰もがみんな 大事な子」 


